
第Ⅶ期計画

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価結果：Ａ 評価結果：Ａ

　観測点の変更など軽微な相違はあるものの外国との
共同観測も含めて計画通りの観測を実施したと評価で
きる。物理・生物・化学の分野間をまたがる目標設定
のため、成果を纏めてわかりやすく表現することが困
難なように見受けられるが、研究論文等も発表されて
いることから充分な成果を挙げていると判断できる。
特に、本テーマによる成果が第Ⅷ期計画重点研究課題
に発展したことは高く評価すべきである。これらの点
を総合して、達成度は良好と評価した。

　１．定着氷下および海氷縁海域の観測、２．リュ
ツォ・ホルム湾と環境が大きく異なる地域におけるペ
ンギン類など高次捕食生物の行動・生体調査、３．昭
和基地周辺露岩域における湖沼生態系の観測という３
つのテーマについて、それぞれに興味深い知見が得ら
れた。とくに２において、近年の個体数の増減傾向
が、種ごとの採餌生体の違いに関係することを示唆す
るなど、興味深い成果が得られている。

　海氷縁海域の一連の観測を計画通り実施し、海氷域
―開放水面に至る動植物プランクトンの分布特性、海
洋酸性化の指標とされる有孔虫の海氷域での優占な
ど、多くの新たな知見が得られ、次期計画の重点テー
マへと発展している。
　また、国際共同により、バイオロギングによるペン
ギンなどの詳細な生態を調査し、採餌行動の種間の違
いを明らかにするなど、優れた成果が認められる。
　さらに、極限環境下の微生物の特性研究において、
強紫外線に対する湖底微生物の応答等の成果が得られ
ている。

　極地の厳しい環境下における生態系の解明が、地球
における生命の生存に関わる国際的な基礎研究として
一層深められることを期待したい。

【一般プロジェクト研究観測】（3）「極域環境変動と生態系変動に関する研究」

　リュツォ・ホルム湾では、近
年、大規模な海氷流出が起こっ
ている。海氷流出は、同湾の沿
岸生態系に少なからぬ影響を与
えているものと考えられる。こ
のため、南極沿岸域における海
氷変動と生物生産の関係を解明
することを目的として、定着氷
下及び海氷縁海域における植物
プランクトンの分布特性を調べ
る。定着氷域の観測は「しら
せ」及び後継船で、沖合域の観
測は海洋観測船を用いて実施す
る。また、一次生産過程の変化
は、南極海生態系の高次捕食動
物であるペンギン類の動態へも
影響を及ぼすものと考えられ
る。このため、環境変化がどの
ような生態系変動をもたらすの
かを推察することを目的とし
て、リュツォ・ホルム湾と環境
が大きく異なる地域におけるペ
ンギン類の行動・生態の研究
を、外国隊との共同観測として
実施する。一方、南極の陸域生
態系や湖沼生態系における変動
を解明するため、極低温や強紫
外線という南極の極限環境に生
きる生物・微生物の生態、生
理、遺伝的特性の研究を行う。
この計画は、IPY2007-2008へ日
本が提案した計画Studies on
Antarctic Ocean and Global
Environment（STAGE）（ID No:
806）の一部であり、国際的に
はCensus of Antarctic Marine
Life（CAML）に連携している。

　（１）定着氷下及び海氷縁海域で
のプランクトンの分布特性調査、
（２）ペンギン類の行動・生態調
査、（３）南極の湖沼生態系調査を
ほぼ予定通り実施し、生態系変動研
究に資する基礎的知見のほか、海氷
域での有孔虫の優占、バイオロギン
グによるペンギン種間の採餌行動の
違い、光合成群集の極域環境変動へ
の多様な応答などの興味深い知見が
得られている。

　研究計画全体がIPYやCAMLなどの
国際共同研究計画のフレームに沿っ
ているほか、（１）はオーストラリ
ア、（２）は韓国・英国、（３）は
ベルギーとの国際共同観測であり、
高く評価できる。

　国内的には、第Ⅷ期重点研究計画
や一般研究への立ち上げに貢献し
た。
　世界の研究への影響度について
は、現時点では評価はむずかしい
が、何れの課題も興味深い成果を得
ており、今後の極域生態系研究に影
響を与えるものと期待される。物理
的環境の変化が生態系に如何なる影
響を及ぼすかという研究計画である
ので、物理系との連携強化が望まれ
る。将来的に海洋物理関係者との共
同観測を検討してみたらどうか。

　以上を総合的に評価してＡと判定
する。

　極域の様々な生態系における多様な生物群集に関して、効果的に観測
を実施することが出来たと考えられる。
１．定着氷下及び海氷縁海域の観測は旧「しらせ」（第48次、第49次観
測）、「オーロラ・オーストラリス」（第50次観測）、新「しらせ」
（第51次観測）によって実施した。海氷縁沖合域の観測は、東京海洋大
学「海鷹丸」（第49次および第50次観測）を用いて実施した。天候・海
況等で若干の観測点移動があったがほぼ計画通りに観測が実施できた。
　これらの観測を通して、海氷域～開放水面に至る動・植物プランクト
ンの分布特性を明らかにした。海氷域における動物プランクトンの個体
数密度は、海氷縁に比べて低い傾向が見られた。また海氷域では海洋酸
性化の影響を受ける生物群として注目されている有孔虫類が優占するこ
と、その多くが水深200ｍ以浅に分布することなど、沿岸（海氷）域の
重要種に関する新たな知見が集積され、ほぼ当初目標は達成できた。
　特に、第50次観測はオーストラリアとの共同観測として実施され、日
豪の協力体制が発展した。
　これらの成果は、南極観測第Ⅷ期計画重点研究観測サブテーマ２へ発
展的につながっている。

２．計画に従い、西南極地域にある韓国セジョン基地、英国シグニー島基地、
英国バード島基地において、ペンギン類および同所的に生息する高次捕食動
物の行動・生態調査を韓国・英国との国際共同観測として実施した。新規に開
発したGPS深度データロガー、画像データロガーなどを用いて、高次捕食動物
の採餌場所や餌環境を詳細に調査した。天候・動物の繁殖状況等で調査個体
数の変動はあったが、ほぼ計画通りに観測が実施できた。
　同所的に生息する大型動物種であっても、採餌場所や潜水深度など海上の
採餌生態には種間の違いがあることが示され、近年の個体数の増減傾向の種
間差がこうした採餌生態の違いに関係することが示唆されるなど、環境変化と
大型捕食動物の動態に関する成果が得られた。

３．昭和基地周辺露岩域における湖沼生態系の変動解明に重点を置いた観測
を、第48,49,51次隊の夏期間を中心に計画通り実施した。第50次隊においては
夏期の野外観測が実施不可能であったため、観測は実施しなかった。
　48,49,51次ともに宗谷海岸露岩域にある複数湖沼とその周辺での土壌を含む
生物試料採取、土壌分解速度の現場測定や微生物群集を用いた現場実験を
実施した+B46。また、南極湖沼におけるスキューバダイビングを行い、サンプリ
ングを実施するとともに観測機器を設置・回収し、湖内環境や映像の記録を
行った。紫外線の影響に関しては人工皮膚などを用いて天然光照射実験を繰
り返し実施し評価した。これらの観測で採集した試料の分析、南極で現場測定
した成果、現場の環境特性などに関する観測結果の一部は、国内外の専門誌
上、あるいはこの観測に関与した隊員・同行者の学位論文として、別添論文リ
ストのように報告している。

Ｓ：特に優れた実績・成果を上げている。
Ａ：計画通り、又は計画を上回った実績・成果を上げている。
   （達成度１００％）
Ｂ：計画を若干下回っているが、一定の実績・成果を上げている。
   （達成度７０～１００％）
Ｃ：計画を大幅に下回っており、改善が必要である。
   （達成度７０％未満）
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初
の

ナ
ン

セ
ン

氷
原

に
お

け
る

探
査

は
、

そ
の

後
の

ベ
ル

ギ
ー

と
の

共
同

探
査

計
画

、
地

質
調

査
計

画
と

の
共

同
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
す

る
こ

と
に

な
っ

た
た

め
、

バ
ル

ヒ
ェ

ン
地

域
に

変
更

し
た

こ
と

は
安

全
管

理
の

上
か

ら
も

、
適

切
な

判
断

で
あ

っ
た

。
　

 
バ

ル
ヒ

ェ
ン

地
域

も
第

3
1
次

隊
に

よ
る

隕
石

探
査

か
ら

2
0
年

が
経

過
し

、
そ

の
間

に
氷

上
に

出
現

し
た

新
た

な
隕

石
の

発
見

が
期

待
さ

れ
て

い
た

。
　

予
想

に
違

わ
ず

今
回

の
探

査
結

果
に

よ
り

多
数

の
隕

石
が

採
集

さ
れ

た
。

当
初

計
画

を
超

え
る

数
の

隕
石

を
採

集
出

来
た

こ
と

は
、

今
後

の
隕

石
研

究
に

多
大

な
貢

献
を

な
す

も
の

と
高

く
評

価
さ

れ
る

。

Ｓ
：
特
に
優
れ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

Ａ
：
計
画
通
り
、
又
は
計
画
を
上
回
っ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
１
０
０
％
）

Ｂ
：
計
画
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
一
定
の
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
～
１
０
０
％
）

Ｃ
：
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
％
未
満
）
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第
Ⅶ

期
計

画

計
　

　
画

実
　

 
績

・
成

　
 
果

自
己

点
検

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

意
見

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

結
果

：
Ａ

評
価

結
果

：
Ｓ

次
頁

に
続

く

　
国

際
計

画
の

一
環

と
し

て
南

極
中

央
氷

床
下

の
ガ

ン
ブ

ル
ツ

ェ
フ

山
脈

に
お

い
て

、
広

帯
域

地
震

計
の

無
人

観
測

点
を

計
画

通
り

展
開

し
，

観
測

結
果

か
ら

ガ
ン

ブ
ル

ツ
ェ

フ
山

脈
下

の
地

殻
構

造
や

超
大

陸
の

形
成

や
マ

ン
ト

ル
進

化
に

関
す

る
多

く
の

高
い

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
極

域
の

地
球

内
部

構
造

、
地

震
・

氷
震

活
動

、
波

動
伝

搬
モ

デ
リ

ン
グ

等
の

研
究

が
進

展
し

て
い

る
。

　
ベ

ル
ギ

ー
隊

と
協

力
し

て
セ

ー
ル

ロ
ン

ダ
ー

ネ
山

地
の

精
密

地
学

調
査

と
試

料
採

取
を

実
施

し
、

岩
石

学
・

構
造

地
質

学
・

S
H
R
I
M
P
年

代
測

定
等

を
駆

使
し

て
、

主
変

成
作

用
の

時
期

の
特

定
や

超
高

温
変

成
条

件
の

存
在

、
新

鉱
物

の
発

見
な

ど
が

特
筆

さ
れ

る
。

　
い

ず
れ

の
成

果
も

国
際

的
な

学
術

論
文

と
し

て
精

力
的

に
公

表
さ

れ
て

お
り

、
極

地
な

れ
ば

こ
そ

の
成

果
と

し
て

高
く

評
価

で
き

、
今

後
の

更
な

る
成

果
が

期
待

で
き

る
。

　
ま

た
、

新
「

し
ら

せ
」

に
よ

る
海

底
地

形
デ

ー
タ

の
取

得
に

成
功

し
て

お
り

、
今

後
の

観
測

の
一

層
の

展
開

を
望

む
。

　
外

国
の

研
究

機
関

と
共

同
し

、
航

空
機

網
な

ど
を

活
用

し
、

計
画

通
り

の
観

測
を

実
施

し
た

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
成

果
も

着
実

に
あ

が
っ

て
お

り
、

ま
た

新
鉱

物
を

発
見

す
る

な
ど

の
想

定
外

の
成

果
も

上
が

っ
て

お
り

、
今

後
の

発
展

も
期

待
で

き
る

。
こ

れ
ら

を
総

合
的

に
勘

案
し

、
達

成
度

は
得

に
優

れ
て

い
る

と
評

価
し

た
。

　
地

球
物

理
学

的
研

究
に

お
い

て
は

、
日

米
共

同
研

究
に

よ
り

南
極

を
中

心
と

し
た

I
P
Y
デ

ー
タ

を
も

と
に

、
極

域
の

地
球

内
部

構
造

、
地

震
・

氷
震

活
動

、
ジ

オ
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
、

波
動

伝
播

モ
デ

リ
ン

グ
に

関
し

て
進

展
し

た
。

地
質

学
的

研
究

に
お

い
て

は
、

ベ
ル

ギ
ー

と
の

協
力

に
よ

り
、

３
ヵ

年
で

四
国

ほ
ど

の
面

積
の

地
質

の
精

密
調

査
と

資
料

採
取

と
い

う
計

画

【
一

般
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
観

測
】

（
5
）

「
超

大
陸

の
成

長
・

分
裂

機
構

と
マ

ン
ト

ル
の

進
化

過
程

の
解

明
」

　
固

体
地

球
物

理
学

及
び

地
質

学
的

手
法

を
用

い
て

、
東

ド
ロ

ン
ニ

ン
グ

モ
ー

ド
ラ

ン
ド

を
中

心
に

、
大

陸
及

び
海

洋
地

殻
の

形
成

発
達

過
程

と
マ

ン
ト

ル
の

進
化

過
程

の
解

明
研

究
を

推
進

す
る

。
固

体
地

球
物

理
学

の
観

測
と

し
て

は
、

南
極

大
陸

全
域

に
広

帯
域

地
震

計
を

展
開

す
る

国
際

計
画

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
そ

の
一

部
と

し
て

、
東

ド
ロ

ン
ニ

ン
グ

モ
ー

ド
ラ

ン
ド

の
大

陸
縁

辺
部

周
辺

で
の

広
帯

域
地

震
計

の
無

人
観

測
点

を
展

開
す

る
。

地
質

学
的

研
究

と
し

て
は

、
東

西
ゴ

ン
ド

ワ
ナ

の
会

合
部

と
さ

れ
る

東
ド

ロ
ン

ニ
ン

グ
モ

ー
ド

ラ
ン

ド
一

帯
を

調
査

対
象

地
域

と
し

、
1
0
億

及
び

5
億

年
前

の
超

大
陸

の
形

成
に

関
わ

る
変

動
の

履
歴

と
要

因
を

解
明

す
る

調
査

・
研

究
を

進
め

る
。

ベ
ル

ギ
ー

や
ド

イ
ツ

と
の

国
際

共
同

観
測

の
可

能
性

を
検

討
し

、
ま

た
航

空
機

等
を

用
い

た
効

率
的

な
調

査
も

目
指

す
。

さ
ら

に
、

後
継

船
就

航
後

は
、

マ
ル

チ
ビ

ー
ム

音
響

測
深

器
に

よ
る

詳
細

な
海

底
地

形
デ

ー
タ

を
、

大
陸

・
海

洋
地

殻
の

進
化

過
程

解
明

の
基

礎
デ

ー
タ

と
し

て
活

用
す

る
。

こ
の

計
画

は
、

I
P
Y
 
2
0
0
7
-
2
0
0
8
へ

日
本

が
提

案
し

た
計

画
G
o
n
d
w
a
n
a
 
E
v
o
l
u
t
i
o
n
 
a
n
d
 
D
i
s
p
e
r
s
a
l
:
 
A

p
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
 
f
r
o
m
 
A
n
t
a
r
c
t
i
c
a
（

I
D
 
N
o
:
 
3
9
5
）

及
び

D
e
v
e
l
o
p
i
n
g
 
P
l
a
n
s
 
f
o
r
 
A
n
t
a
r
c
t
i
c
 
S
e
i
s
m
i
c

D
e
p
l
o
y
m
e
n
t
s
:
 
’
A
n
t
a
r
c
t
i
c
 
A
r
r
a
y
s
’

 
-
 
F
o
r

B
r
o
a
d
b
a
n
d
 
S
e
i
s
m
o
l
o
g
y
 
o
n
 
I
c
e
-
C
o
v
e
r
e
d

C
o
n
t
i
n
e
n
t
（

I
D
 
N
o
:
 
3
9
9
）

の
一

部
で

あ
り

、
後

者
は

国
際

的
に

は
、

P
o
l
a
r
 
E
a
r
t
h
 
O
b
s
e
r
v
i
n
g
 
N
e
t
w
o
r
k

（
P
O
L
E
N
E
T
：

I
D
 
N
o
.
 
2
3
4
）

や
A
 
B
r
o
a
d
b
a
n
d

S
e
i
s
m
i
c
 
E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
t
o
 
I
m
a
g
e
 
t
h
e
 
L
i
t
h
o
s
p
h
e
r
e

b
e
n
e
a
t
h
 
t
h
e
 
G
a
m
b
u
r
t
s
e
v
 
M
o
u
n
t
a
i
n
s
,
 
E
a
s
t

A
n
t
a
r
c
t
i
c
a
（

G
A
M
S
E
I
S
）

の
計

画
の

下
に

あ
る

。

　
固

体
地

球
物

理
学

的
研

究
及

び
地

質
学

的
研

究
と

も
、

当
初

の
計

画
・

目
的

を
充

分
達

成
し

て
お

り
、

評
価

で
き

る
。

　
得

ら
れ

た
試

料
と

デ
ー

タ
の

解
析

が
進

み
、

多
大

な
学

術
的

成
果

が
得

ら
れ

る
も

の
と

期
待

さ
れ

る
。

１
．

地
球

物
理

学
的

研
究

　
国

際
極

年
I
P
Y
に

お
い

て
、

南
極

大
陸

全
域

に
地

震
計

を
増

強
す

る
計

画
（

P
O
L
E
r

o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 
N
E
T
w
o
r
k
；

P
O
L
E
N
E
T
）

が
世

界
中

の
関

連
研

究
者

に
よ

り
組

織
的

に
進

め
ら

れ
た

。
ま

た
、

東
南

極
内

陸
部

の
コ

ア
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

氷
床

下
の

ガ
ン

ブ
ル

ツ
ェ

フ
山

脈
（

南
極

の
最

高
地

点
ド

ー
ム

A
周

辺
）

を
中

心
と

す
る

総
合

地
球

物
理

学
的

調
査

計
画

 
（

A
n
t
a
r
c
t
i
c
a
'
s
 
G
a
m
b
u
r
t
s
e
v
 
P
r
o
v
i
n
c
e
；

A
G
A
P
）

が
、

我
が

国
を

含
む

関
連

９
カ

国
に

よ
り

実
施

さ
れ

た
。

A
G
A
P
の

主
パ

ー
ト

で
あ

る
ガ

ン
ブ

ル
ツ

ェ
フ

自
然

地
震

観
測

計
画

（
G
A
M
S
E
I
S
）

で
は

、
内

陸
部

の
広

範
囲

な
領

域
に

広
帯

域
地

震
計

を
数

十
点

展
開

し
、

西
南

極
の

観
測

点
と

共
に

P
O
L
E
N
E
T
の

一
部

と
し

て
も

貢
献

し
た

。
リ

ュ
ツ

ォ
・

ホ
ル

ム
湾

～
ド

ー
ム

Ｆ
周

辺
を

中
心

と
す

る
本

観
測

研
究

は
、

P
O
L
E
N
E
T
及

び
A
G
A
P
の

一
部

と
し

て
J
A
R
E
,
及

び
U
S
A
P
の

観
測

体
制

下
で

実
施

し
、

積
極

的
な

デ
ー

タ
取

得
公

開
及

び
解

析
を

行
い

両
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
多

大
に

貢
献

し
た

。
J
A
R
E
,
A
G
A
P
共

に
当

初
の

予
定

通
り

の
観

測
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
並

び
に

デ
ー

タ
取

得
が

で
き

た
。

取
得

デ
ー

タ
か

ら
、

リ
ソ

ス
フ

ェ
ア

構
造

や
ガ

ン
ブ

ル
ツ

ェ
フ

山
脈

の
隆

起
メ

カ
ニ

ズ
ム

、
ゴ

ン
ド

ワ
ナ

超
大

陸
形

成
や

マ
ン

ト
ル

の
進

化
過

程
、

氷
床

下
の

基
盤

地
形

、
地

質
構

造
等

の
解

明
が

な
さ

れ
た

。
P
O
L
E
N
E
T
全

域
の

デ
ー

タ
か

ら
は

、
昭

和
基

地
を

含
む

既
存

の
グ

ロ
ー

バ
ル

観
測

網
を

補
い

、
南

極
プ

レ
ー

ト
構

造
研

究
の

空
間

分
解

能
を

上
げ

、
か

つ
地

球
深

部
不

均
質

や
氷

床
流

動
・

地
殻

変
動

・
地

震
活

動
に

つ
い

て
重

点
的

に
研

究
が

行
わ

れ
た

。
共

同
研

究
者

を
中

心
に

ガ
ン

ブ
ル

ツ
ェ

フ
～

ド
ー

ム
Ｆ

領
域

の
地

殻
構

造
を

は
じ

め
、

国
際

的
連

携
に

よ
る

研
究

成
果

を
多

数
発

表
し

た
。

ま
た

、
温

暖
化

に
伴

う
諸

現
象

解
明

に
向

け
、

固
体

地
球

と
大

気
・

氷
床

・
海

洋
と

の
物

理
的

相
互

作
用

で
生

じ
る

波
動

伝
播

現
象

を
捉

え
る

た
め

、
昭

和
基

地
で

イ
ン

フ
ラ

サ
ウ

ン
ド

観
測

を
開

始
し

た
。

地
震

計
や

重
力

計
と

の
比

較
か

ら
、

様
々

な
衝

撃
波

、
波

浪
脈

動
や

氷
起

源
の

振
動

、
固

体
地

球
の

常
時

自
由

振
動

な
ど

、
複

数
の

励
起

源
と

周
波

数
帯

域
を

持
つ

特
徴

的
な

波
動

が
観

測
さ

れ
た

。
こ

の
よ

う
に

南
極

を
中

心
と

し
た

I
P
Y
デ

ー
タ

を
元

に
、

極
域

の
地

球
内

部
構

造
や

地
震

・
氷

震
活

動
、

ジ
オ

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

、
波

動
伝

播
モ

デ
リ

ン
グ

等
が

本
研

究
に

よ
り

進
展

し
た

。
ポ

ス
ト

I
P
Y
に

お
け

る
P
A
n
t
O
S
,
 
S
E
R
C
E
/
S
C
A
R
と

の
連

携
、

ま
た

F
D
S
N
や

C
T
B
T
等

の
グ

ロ
ー

バ
ル

観
測

網
に

お
け

る
極

域
の

重
要

性
に

つ
い

て
も

、
改

め
て

再
認

識
が

で
き

た
。

２
．

地
質

学
的

研
究

　
初

年
次

（
４

９
次

）
で

は
セ

ー
ル

ロ
ン

ダ
ー

ネ
山

地
中

央
部

、
２

年
次

（
５

０
次

）
で

は
西

部
、

３
年

次
（

５
１

次
）

で
は

中
央

部
か

ら
東

部
を

対
象

と
し

て
、

現
地

野
外

地
質

調
査

と
岩

石
試

料
の

採
取

を
お

こ
な

っ
た

。
最

新
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

地
質

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

も
と

で
、

３
カ

年
で

四
国

ほ
ど

の
広

さ
の

セ
ー

ル
ロ

ン
ダ

ー
ネ

山
地

の
山

塊
全

域
の

地
質

状
況

の
再

整
理

を
お

こ
な

う
た

め
の

精
密

調
査

と
試

料
採

取
と

い
う

当
初

計
画

を
ほ

ぼ
達

成
し

た
過

去
２

６
次

～
３

２
次

で
こ

の
地

域
全

域
の

地
質

概
略

が
明

ら
か

に
さ

れ
た

。
４

９
次

～
５

１
次

の
３

カ
年

で
は

、
そ

う
し

た
基

礎
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
、

こ
の

地
域

の
変

成
作

用
の

プ
ロ

セ
ス

、
火

成
活

動
、

構
造

運
動

、
流

体
活

動
、

ま
た

そ
れ

ら
に

年
代

軸
を

入
れ

る
放

射
年

代
測

定
と

い
っ

Ｓ
：
特
に
優
れ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

Ａ
：
計
画
通
り
、
又
は
計
画
を
上
回
っ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
１
０
０
％
）

Ｂ
：
計
画
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
一
定
の
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
～
１
０
０
％
）

Ｃ
：
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
％
未
満
）
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計
　

　
画

実
　

 
績

・
成

　
 
果

自
己

点
検

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

意
見

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

第
Ⅶ

期
計

画
【

一
般

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

観
測

】
（

5
）

「
超

大
陸

の
成

長
・

分
裂

機
構

と
マ

ン
ト

ル
の

進
化

過
程

の
解

明
」

た
、

詳
細

な
解

析
を

お
こ

な
う

た
め

の
現

地
野

外
デ

ー
タ

と
解

析
用

岩
石

試
料

の
採

取
が

な
さ

れ
た

。
　

そ
の

初
期

解
析

結
果

と
し

て
、

こ
の

地
域

の
中

央
部

は
Ａ

タ
イ

プ
、

Ｂ
タ

イ
プ

、
Ｌ

タ
イ

プ
の

３
つ

の
地

域
に

区
分

さ
れ

る
こ

と
、

主
変

成
作

用
の

時
期

が
約

６
億

５
千

万
年

前
で

あ
る

こ
と

、
一

部
で

は
超

高
温

変
成

条
件

が
得

ら
れ

る
こ

と
、

新
鉱

物
の

発
見

、
火

成
活

動
の

特
徴

と
そ

の
テ

ク
ト

ニ
ッ

ク
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
の

初
期

考
察

、
な

ど
が

得
ら

れ
た

。
現

在
、

持
ち

帰
っ

た
岩

石
試

料
の

解
析

が
継

続
中

で
あ

る
。

な
お

、
帰

国
後

の
解

析
に

よ
っ

て
、

5
0
次

隊
に

よ
る

新
鉱

物
（

マ
グ

ネ
シ

オ
ヘ

グ
ボ

マ
イ

ト
）

の
発

見
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

３
．

海
底

地
形

デ
ー

タ
　

新
「

し
ら

せ
」

に
搭

載
さ

れ
た

マ
ル

チ
ナ

ロ
ー

ビ
ー

ム
を

用
い

て
、

氷
海

域
に

お
け

る
海

底
地

形
測

量
を

実
施

し
た

。
氷

海
域

内
に

お
い

て
、

良
好

な
デ

ー
タ

が
取

得
で

き
る

こ
と

を
実

証
し

た
。

こ
の

手
法

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

デ
ー

タ
の

乏
し

か
っ

た
南

極
氷

海
域

で
の

新
知

見
が

今
後

期
待

で
き

る
。

を
ほ

ぼ
達

成
し

、
マ

グ
ネ

シ
オ

ヘ
グ

ボ
マ

イ
ト

と
い

う
新

鉱
物

を
発

見
す

る
と

い
う

成
果

も
得

ら
れ

た
。

ま
た

、
新

「
し

ら
せ

」
の

マ
ル

チ
ナ

ロ
ー

ビ
ー

ム
に

よ
る

氷
海

域
内

の
海

底
地

形
測

量
を

実
施

し
、

良
好

デ
ー

タ
が

取
得

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
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